
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

授業の方法

第
１
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

2025

専門分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

定期テスト100％

科  目  名

理学療法士学科

理学療法治療学-代謝・癌-①

科　目　区　分

糖尿病は、現在日本の成人人口の4～5人に１人が発症または予備軍である疾患である。理学療法士が患者または利用者と関わっていく上
で、糖尿病の概要を理解し、患者指導・リスク管理が少しでも行えるようになる。また、近年、糖尿病の足病変が注目されており、糖尿病の足病
変と類似する動脈硬化性疾患であるPAD(≒ASO)の病態を理解し治療や運動療法の違いを認知してもらう。

学期

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

901教室昼間部3年 教室名

実務経験と
その関連資格

理学療法士として急性期総合病院にてリハビリテーションを19年経験。
ICUにて糖尿病性の急性昏睡で集中治療される患者から、膵炎や膵頭部がん等の糖代謝異常の患者、糖尿病の
教育入院患者に糖尿病や糖代謝異常に対する運動療法を指導。
糖尿病症例としては年間50症例以上。
糖尿病専門理学療法士を取得。がんのリハビリテーション研修会修了。
日本糖尿病学会での発表や雑誌「糖尿病ケア（プラス）」の投稿経験あり。

福井　浩之担 当 教 員

前回の復習

糖尿病の合併症(急性・慢性等)について理解・説明できる。

糖尿病の合併症(急性・慢性等)について学ぶ。

糖尿病の運動療法の評価・検査や効果について理解・説明でき
る。

糖尿病の運動療法の評価・検査や効果について学ぶ。

配布資料 前回の復習

配布資料 前回の復習

糖尿病の疫学，予後、 病因，症候について学ぶ。

糖尿病の検査，診断，治療について理解・説明できる。

糖尿病の検査，診断，治療について学ぶ。

糖尿病の食事療法・薬物療法について理解できる。

糖尿病の食事療法・薬物療法について学ぶ。

内　　　容 授業以外での準備学習の具体的な内容

糖尿病の疫学，予後、 病因，症候について理解・説明できる。

資料配布(パワーポイント)
参考資料：病気がみえる③　糖尿病・代謝・内分泌　第4版　編集：医療情報科学研究所　発行：メディックメディア
　　　　　    糖尿病の理学療法　第１版　発行：メディカルビュー社
               糖尿病治療ガイド　2019-2020　編集：日本糖尿病学会　発行：文光堂

配布資料と参考資料に沿った自己学習

使用教材

配布資料
解剖学や生理学で習った
消化器系や腎臓の働きの
復習

配布資料 前回の復習

糖尿病は現在社会において、なかなか切り離せない疾患となっております。今後、理学療法士になり仕事を行っていく上で、知っていて損はし
ないと思います。内部障害の知識を持っておくと、従来の治療に加え＋αの治療が提供できます。人より一つ上の理学療法士になりましょう。

配布資料



授業の方法

第
１
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

内　　　容

第
１
１
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

糖尿病の運動強度の決め方(運動負荷試験・呼気ガス分析)につい
て理解・説明できる。第

７
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
８
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
６
回

配布資料 前回の復習

糖尿病の運動療法における運動の種類・運動強度・運動時間・頻
度・運動の実施時間帯について理解・説明できる。

糖尿病の運動療法における運動の種類・運動強度・運動時間・頻
度・運動の実施時間帯について学ぶ。

各コマに おける 授業予定

第
９
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
０
回

授業を 通じての 到達目標

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

前回の復習

末梢動脈疾患の疫学，予後、 病因，症候について理解できる。

末梢動脈疾患の疫学，予後、 病因，症候について学ぶ。

配布資料

使用教材

糖尿病の運動強度の決め方(運動負荷試験・呼気ガス分析)につい
て学ぶ。

前回の復習

授業以外での準備学習の具体的な内容

配布資料


